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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、2022年 11月 16日に発表いたしました 2023年１月期（2022年２月１日～2023年１月 31日）の業

績予想につきまして、下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

１．2023年１月期通期業績予想数値の修正（2022年２月１日～2023年１月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

6,618 

百万円 

14 

百万円 

15 

百万円 

△93 

円 銭 

△6.93 

今回修正予想（Ｂ） 6,607 103 104 － － 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △10 89 88 － － 

増 減 率（ ％ ） △0.1 636.5 571.5 － － 

（ご参考）前期実績 

（2 0 2 2 年１月期） 
6,552 202 206 246 20.34 

 

２．修正の理由 

当社では、中長期の持続的な成長に向けた取り組みに加えて、コスト構造の改善に向けた取り組みを継続的

に実施しております。その結果、前回、業績予想の修正を発表した 2022年 11月 16日時点で合理的と判断し

ておりました販売費及び一般管理費につきましては、費用対効果を慎重に検討した上で、マーケティング施策

の見直しを実施したことに伴う関連費用（広告宣伝費及び販売促進費）の圧縮 47百万円（前回予想比 18.0％

減）や、配信インフラシステムのチューニングによるデータ通信量の最適化に伴うコスト削減の実現 11百万

円（前回予想比 2.7％減）、ユーザー決済手段比率が変化したことによる販売手数料の減少 36百万円（前回予

想比 2.2％減）等の影響により、前回発表時の想定を下回る見通しであります。以上により、当期の営業利

益、経常利益が前回発表時の想定を上回る見込みとなりました。当期純利益及び１株当たり当期純利益につき

ましては、今後の見通しを踏まえた繰延税金資産の回収可能性の検討に時間を要し、現時点で予想数値の算定

が困難であることから、今回未定に修正しております。公表可能となった時点で速やかに公表いたします。 

  



【業績予想に関するご留意事項】 

本資料に記載されている当社の当期業績予想等の将来に関する記述は、本資料の日付時点において当社が入

手可能な情報による判断及び合理的であると判断する一定の仮定を前提としており、実際の業績は様々な要因

によって異なる場合があります。 

 

以 上 

 


